
色を話し合うワークショップを開催

「わたしの好きな色は！」というらしさ研究のために、

「MYベスト室蘭」の色は何色かを話し合うワーク

ショップを実施しました。3チームに分かれて色を議

論し、それぞれの色を「muroranic colour（ムロラニッ

クカラー）」として発表しました。発表内容は次のペー

ジに掲載しています。

自分と違う視点を入れると、結果良いものができたりします。中学生、大人委員のみなさんで
いろんな意見を出し合って室蘭のまちについて新しい発見をしながら楽しんでいきましょう！

「わたしの好きな室蘭」について考えよう

前回のオリエンテーションの宿題として、まちのデザ

イン会議メンバーに「みなさんの好きな室蘭の日常」

について考えてもらいました。観光資源的なものだ

けではなく、実際に室蘭に住むみなさんならではの

「好きな室蘭＝MY室蘭」について、意見やエピソー

ドを募集しました。

　　「MY 室蘭」は何ですか？
　　（MY室蘭：自分が良い！好き！お気に入り！と思う室蘭）

会議メンバーのみなさんそれぞれの日常を切り取った

たくさんの「MY室蘭」が集まりました。その「MY室蘭」

をもとに、ブランドマークの色について考えていきます。

（MY室蘭は号外にて一部を紹介します。）

ブランドと色について

「室蘭の新しいイメージに何色を使う?」と考える時に

大切なのは、「わたしの好きな色は！」というらしさの

研究と「こういうイメージに見せたい！」という意思の

部分です。らしさ研究については会議メンバーでア

イデアを重ね、意思の部分は色の風合いで表現しよ

うと考えています。

令和4年に迎える室蘭市開港150年・市制施行100年。この記念の年をきっかけに、

室蘭を見つめ直して、未来に向けて「新しいまちのイメージ」を発信する事業が

はじまります。第1回まちのデザイン会議をオンラインで実施し、「わたしの好きな

室蘭」と「新しいイメージに使う色」についてWSと発表を行いました。

「第1回         　　　　　　   」を開催しました。
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座長のひとこと

vol.2室蘭 ブランド タイムズ

 Q

室蘭ブランドタイムズとは、新しいまちのイメージ発信=室蘭のブランド化に向けて取り組む「まちのデザイン会議」の
進捗状況を共有する定期レポートです。会議の進捗とともに、室蘭ブランドタイムズの紙面デザインも発展していきます。



ワークショップ「　　　　　　　」は、何色?

 室蘭ブランドタイムズ vol.2

「　　　　　　　　 」メンバー紹介 第2弾

会議メンバーから一言

吉田 優香さん

始まる前は、物凄く緊張しました。初対

面の人と話すのが苦手なため、ちゃんと

自分の意見を発表できるか不安でしたが、

思っていた以上に会議中は緊張すること

なく集中できました。

また皆さんと会える日が早くきてほしい

です。そして、次の会議では積極的に

ズームのチャットで反応をしたりなど

コメントしてみたいです。
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室蘭まちづくり放送株式会社
FMびゅーパーソナリティ

多くの方に室蘭を好きになって
もらうためにお手伝いができる
ことが楽しみです。

井川 康子さん|いかわ やすこ

室蘭の魅力が一目で伝わるよう
に、みなさんと意見交換をして
いきたいです。

室蘭民報社 記者

伊藤 真史さん|いとう まさふみ

アイデアを出し合いながら誰も
がいいね！と思えるデザインを
考えていきたいです。

東明中学校

飯森 小百合さん|いいもり さゆり

東明中学校

愛着が持てるデザインを考えて
みたいです。

石川 陽菜さん|いしかわ はるな

次回予告

7月19日（月）にワークショップを開催いたします。

まちのデザイン会議メンバーのみなさんに

ワークショップ形式で制作に参加いただきます。

【発行・お問い合わせ】室蘭市企画財政部企画課企画係
住所：〒051-8511 室蘭市幸町1番2号／電話：0143-25-2181

ファックス：0143-24-7601 ／Eメール：kikaku@city.muroran.lg.jp

室蘭ブランドタイムズは、

室蘭市公式ホームページに

公開しています。

3チームに分かれて「新しい室蘭ブランドの色」を直感的に色にしました。

Aチーム Bチーム Cチーム

ほたての稚貝がいる海の色

カレーラーメンの麺の色

夕陽の黄色オレンジ～赤

ほたるから黄色～紫

白鳥大橋のライトアップの黄色

景色全体からグラデーション、
潮見公園からの景色で
点描などの表現

海と空のきれいな青

山が近くにあり、
自然が豊かな緑

白鳥台からの海が青、 
ボランティアのイメージが赤

なので紫

市内各地で楽しめる桜や
転勤族を受け入れる
雰囲気からピンク

海、空、白鳥大橋や地球岬、
青少年科学館と魚の
イメージから青

室蘭のランの花や施設に
使用されている紫

自然な爽やかなイメージと
海をまぜて水色

室蘭の原風景からベースは、
チャコールグレー



みんなの「                」が集まりました。
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色を議論する題材となった「MY室蘭」。

会議メンバーからたくさんの「MY室蘭」が集まりました。

一部となってしまいますが、紹介します！

号外室蘭 ブランド タイムズ

やっぱり、やきとり（木下さん）
親戚が集まるとテーブルには焼き鳥の大皿。
それが室蘭というまちです。

なかよしラーメン 醤油（庭山さん）
何度食べても、いつでも美味しい。
ソウルフード。

小がね輪西店の鍋焼きうどん（篠崎さん）
カツ丼が有名ですが、麺がもっちもちで
豪華な具材。私のおすすめです！
　

室蘭やきとり（田村さん）
バリエーション豊富で、豚肉と玉ねぎの
組み合わせは室蘭だけだと思います。

編

夜の水族館（吉田栞さん）
観覧車に乗って眺めた夜景は、
日中と違ってとても綺麗でした。

ほたるの里（白石さん）
暗くなった途端にほたるが緑色に光り、
幻想的で感動します。

旧室蘭青少年科学館（飯森さん）
昭和な感じと手作りしたもので、
温かみがあって気に入っていました。

1丁目のゴミ置き場からの風景（白川さん）
部活帰りによる場所で、室蘭の全体が
見えて景色が本当にすばらしいです。

きらん（吉田優さん）
友達と勉強会をしたり、お母さんに迎えに
きてもらったり色々な思い出があります。

編

早朝（井川さん）
工場のかすかな音や野鳥の鳴き声。
まちの心臓が動いていると感じます。

夕方（石川さん）
夕日が山の方に沈み、空の色と雲の形が
変わっていくときれいだなと思います。

夕方の空（藤田さん）
グラデーションになっていて、
とてもきれいです。

黄昏時（齋藤さん）
黄昏時に観る白鳥大橋が
すっごく綺麗です！！

編

平林紙店の店員さん（岩下さん）
優しく声をかけてくれるので
安心して買い物をすることができます。　

青少年科学館の職員さん（高山さん）
なんでも手作りで、展示物に
ついて詳しく説明してくれます。

ボランティアの黄色いおじさん（村岡さん）
小学生の時に、よくお話をして優しく
してくれました。今でもすごく感謝しています。

町の人（波方さん）
毎日登校中に挨拶してくれてうれしいです。　

編

桜の多いまち（伊藤さん）
肌感覚ですが、他都市に比べて
桜が多い印象です。

秋（志藤さん）
自分のクラスから見える山の紅葉が
一番綺麗なので、ダントツで秋です。

編

環境音（高橋さん）
自然の音とまちの音がどちらも
聞こえるところがいいところです。

散歩（鍋島さん）
家族でよく散歩をします。初めて
行く場所は、色々な発見があり面白いです。

街全体（春木さん）
かなり坂が多いです。また色々な施設があって、
目的に合わせて場所を選べます。

編

工場の火（高野さん）
工場から燃える火が室蘭らしくて好きです。
疲れている時も元気が出ます。

家から見える遠くの海（児玉さん）
海に浮かぶ船を眺めていると、
時間が結構すぎていてあせってしまいます。

幼稚園に母が迎えに来るとき（堀さん）
ちょうど工場の職員さんが帰宅する時間で、
多くの人が働いていることを実感しました。

編


